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会議の目的は明確か？

  どの企業でも会議が行われる。しかし、企業によって会議の内容や進

め方は随分違う。目的が明確で、目的を踏まえた資料が用意され適切な

進行が行われる会議は、効率的で目的を達成した会議にできている。そ

れに対して、この会議の目的は何なのかと感じさせる会議や、これで意

思決定ができるの？　というような会議もある。このような会議は、大

抵時間も無視され延々と続くこともある。人を集めるということはそれ

だけのコストをかけるということなのだが、会議の時間も意識されない

企業はコスト意識も低いことを示している。

会議の目的とポイント

  ところで、会議の目的にはどんなものがあるだろうか。

  一つには方針やルールなどを徹底するための会議がある。この目的を

達成する会議にするためには、徹底すべき内容をいかにわかりやすく説

明できるかがポイントだ。そのための説明資料や理解を助けるサンプル

などをどれだけ事前に準備できるかが鍵となる。全員が理解できなけれ

ば会議の目的は達成できないので、質疑の場を設けるなどして全員が理

解できるようにするのが通常だが、わかりやすい資料やわかりやすい説

明ができれば質問などしなくても全員が理解できるので、ここがポイン

トと言える。

  アイデアを出すための会議もある。これにはファシリテーターの役割

が重要となるが、アイデアを発想するための視点や発想方法を提示して、

皆の知恵を引き出すことがポイントだ。そのためには、アイデアを発想

しやすくするためのツールや場づくりも重要だ。

　会議で多いのは進捗確認の会議だ。この進捗会議の真の目的は進捗が

計画より進んでいます、遅れていますという報告を聞くためではなく、

いかに計画通り進めるか、そのための知恵出しと実現するための役割分

担を決める会議のはずだ。例えば、販売会議という会議は、現在の売上

見通しがいくらですという報告が目的ではない。いかに計画通りの売上

を実現するかということが目的のはずだ。そうであれば進捗状況報告だ

けでは具合が悪いことを認識して、どんな対策をするかという案を報告

し、さらに皆がこんな対策もよいのではないかと知恵を出せるように進

めることがポイントとなる。そういう意味では販売進捗会議というよう

な名前ではなく、販売計画達成対策会議というように会議の目的を明確

に示した名称にする方がよい。会議名称は目的がわかる名称にするとい

うことも大切だ。

  進捗確認会議と共に、もう一つ多いのは意思決定のための会議だ。こ

こには計画承認や決裁というようなものも含まれる。しかし、企業の中

には、これでは意思決定ができないのではという資料が提示されている

こともある。例えば、投資可否の判断をするには、投資の回収がどうな

るのかが記載されていなければならないが、それが適切に記載されずに、

単に顧客からの要請に対応するために投資しますというような資料しか

提示されなければ、経営者としてはわかったとは言えない。同様に来期

の経営計画の承認を目的とした会議で、ガイドラインからほど遠い計画

数字が提示されたり、赤字の計画や昨年より売上も利益も低いというよ

うな計画が出されれば簡単に承認することはできない。すなわち、意思
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決定のためのガイドラインが共有され、そのガイドラインを満たしたも

のに計画が練り上げられて提出されることが重要なのだが、このような

ガイドラインがなく、また、何を事前に検討しなければいけないかもわ

かっていないようでは、内容を確認するだけで莫大な会議の時間をとり、

その場で意思決定もできず、再度検討となってしまうことになる。

会議には事業推進のレベルが表れる

  効率的な会議をされている企業は、会議の目的が明示され、また、事

前に確認しておくべき事項も共有され、さらに会議の３日前までには資

料が事前配布されている。出席者は事前にそれらの資料を読み込み

チェックして参加している。それだけに、説明もポイントのみでよく、

そこで出される質問は極めて的を得たものばかりになる。同じ会議でも

中身のレベルは企業によって全く違う。読者の皆さんは他社の会議を見

る機会はほとんど無いと思うが、会議にはその企業の事業推進のレベル

が表れる。今一度、自社の会議はどのレベルか確認してみてはどうだろ

うか。

【第10面から続く】

　先週 12 日のドルバーツは 33.35 バーツ近辺で取引を開始。ウィラタ

イ中銀総裁から「タイ中銀はバーツ変動をマネージすべく介入すること

も可能」との発言が伝わると 33.20 バーツまで急落した。13 日には、発

表された 6 月の中国貿易統計にて対米貿易黒字が過去最高となると、米

中通商摩擦への懸念が根強い中、ドル人民元が上昇する動きに連れ、ド

ルバーツも再び上昇基調となり、33.30 バーツを超え、昨年 10 月以来と

なる 33.36 バーツまで一時値を戻す荒い展開となった。

　週明けとなった 16 日は 33.28 バーツで取引を開始。朝方に発表され

た中国 4-6 月期 GDP は予想通りの内容となると市場の反応は限定的とな

り、海外時間にはドルバーツはじりじりと上値を切り下げると33.25バー

ツまで下落した。17 日は日中取引は 33.25 バーツを挟んだ展開となった

が、海外時間に注目されたパウエル FRB 議長の議会証言にて前向きな経

済認識が示されると米ドル 2 年債金利が 10 年ぶりの水準へ上昇する動

きに連れ、ドルバーツは 33.30 バーツを再び突破して上昇。翌 18 日に

は一時週高値となる 33.37 バーツまで上昇している。

ドルバーツは底堅い動きが継続か

　ここもとの為替相場のメインテーマの一つである米中貿易摩擦問題及

び人民元動向であるが、ドルバーツ相場もこの動向に大きく振られてい

る。今月の 6 日には米国が 340 億ドルの輸入関税を発動したが、すぐさ

ま中国も同等の輸入関税を発動。その後、トランプ政権が 2000 億ドル

相当の輸入関税リストを公表との報道により、更なる緊張感の高まりを

背景に、ドル人民元が大幅に上昇する動きに連れ、ドルバーツも上昇基

調となっている。

　米国は今後残りの 160 億ドル分相当の輸入関税の第 2 弾を発動する見

込みだが、そもそも 2000 億ドル相当の輸入関税の実現性を疑問視する

声も多く、対象品目リストには消費財も多く含まれており、実際に発動

された場合には消費者と小売業者への影響も直接的に大きくなると言わ

れている。中国サイドからも追加での報復が検討されているが、中国の

米国製品の輸入額は 1300 億ドル程度であり、追加関税による同規模な

報復措置は不可能とも言われており、人民元の切り下げ等の措置も想定

される。

　高まる米国金利を背景とした、タイ債券市場からの資金流出も継続し

ており、タイ中銀もいよいよ急激なバーツ安変動を牽制し始めている状

況であり、ドルバーツは底堅い動きが想定しておきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7月 19 日　8:00） 

関 浩士

ドルバーツは上下に荒い値動きが続く中、 
33.37 バーツまで上昇。




